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デザイナーズチェアのドローイング



２年生作品 7

前期　ハウジングデザイン実習Ⅰ A・Ⅰ B

「大月台の住宅」

住宅設計の考え方と設計製図の基礎ー手描きと

CAD による図面表現、模型表現を学ぶことーか

らはじまり、六甲山麓の眺望のよい住宅地に敷

地を設定。各自の構想に基づく、初めての住宅

設計課題に取り組んだ。

後期　ハウジングデザイン実習Ⅱ A・Ⅱ B

「芦屋の併用住宅」

芦屋川周辺に敷地候補地を２ヶ所設定。地域性

を読み解きながら、住宅に併設される店舗やオ

フィス、教室等の機能とライフスタイルを各自

が設定。いずれかの敷地を選び、建築とインテ

リアデザインの計画に取り組んだ。
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10 ２年生後期作品
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収納

ホールフリールーム

和室

玄関

押入床

洋室

サンルーム
キッチン

ダイニング

リビング

バルコニー

収納

スタッフ
ルーム

待
合

カウンター

カットスペース

シャンプースペース

子供室

バルコニー

子供室

ファミリールーム

洗面所浴室

主寝室
ウォークイン
クローゼット

収納

クローゼット

クローゼット

配置図／ 1F PLAN

2F PLAN 3F PLAN

SITE PLAN

２年生後期作品



Cafe du Soleil 
太田 美菜子

Cafe du Soleil の Soleil とは、フランス語で太陽という意味で、自然に囲まれたカフェ

にしたくて山手の敷地を選んだ。都会の喧騒を忘れて時間を気にせずゆっくりとお

茶が出来るように、内観も植物にこだわり自然を感じられリラックス出来る空間に

した。テラスにはアーチ状の回廊と花壇をつくり、気候が良い時期にはそこでお茶

もでき、２F のリビングからも花壇が見えるように、高さに合わせた窓を作った。

花壇、フェンス、看板、ステンドガラスにもこだわって、自分でデザインした。

歩道

↓阪急芦屋川駅へ

歩道

歩道

課題敷地B

313㎡
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小林 柚希

白壁硝子堂

白壁の伝統的な酒蔵などが立ち並ぶ灘のまちにガラス工房を計画した。外観、内装と

もに酒蔵をイメージし「白」と「黒」をメインに用い、かつモダンな印象にした。

コンセプトは、「ガラス×日本酒」。１階をメインとし、作品の展示・販売をしているギャ

ラリーや、オリジナルグラスの制作体験ができる工房を。２階飲食店では、ガラス作

家である店主がつくった器で灘の銘酒や小料理を愉しめる店舗を計画した。

1F PLAN

ELEVATION

2F PLAN
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冴野写真館
吉岡 沙映

神戸の北野に建つ併用住宅。1 階は写真館の店舗空間、2.3 階に家族が住む住居空間に

しました。「思い出を形に残す。」をコンセプトに、一日一組〜二組のゆったりしたペー

スで撮影をおこない、お客様の様々な要望に答えながら素敵な思い出づくりのお手伝

いをしています。室内のスタジオ、屋外のらせん階段を使って写真を撮ります。外観

は洋館のような佇まいで店内はレトロモダンな店づくりをしています。

1F PLAN

2F PLAN

3F PLAN
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パンと雑貨の店 montagne
南 奈緒

阪急六甲駅の近く、六甲山をのぞむ位置にあるこのお店は、夫婦２人で始めたベーカ

リーと雑貨屋で、店名「montagne」はフランス語で " 山 " という意味。雑貨屋では、

奥さんの選んだ雑貨や手作りの雑貨を販売。ヨーロッパの小さな雑貨屋をイメージし

た。ベーカリーには、イートインスペースを設けて、木のぬくもりと、吹抜の天窓か

ら射し込む柔らかな光でリラックスしながら、焼きたてのパンを楽しめる空間にした。

‰º‚ è9’i

‰º‚ è9’i

テラス席

イートインスペース

ショップスペース

雑貨屋

1F BAKERY　PLAN
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1F NAIL SALON PLAN
Terilla
田中 沙季

東京都渋谷区に位置する代官山に緑で溢れるネイルサロンを建てたと想定。お客様の

手をスタッフの手を使って綺麗にして差し上げる。そしてお客様は爪のオシャレだけ

ではなく、ここに癒しを求めて来てもらえるよなサロンにした。幅広い年齢層の方々

が誰でも気軽に立ち寄れ待ち時間や施術中、ゆったりと庭をみることができる。贅沢

な時間を過ごしてもらえるようにした。

Utility

Waiting room

Private room

Salon

W.C
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卒業研究

４年間の学びの総仕上げとして、各自のテーマ

を設定して深く研究し、作品制作または論文に

まとめる。ハウジングデザイン領域には３つの

ゼミがあり、まちづくり、住居全般、インテリ

アデザインと幅広い対象の中から、各自の興味

に従い、テーマを見いだして取り組んだ。

19

４ 年 生 作 品
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21４年生卒業研究　中林ゼミ
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23４年生卒業研究　中林ゼミ
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25４年生卒業研究　増永ゼミ
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27４年生卒業研究　増永ゼミ
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Beach House　S.U.M.A.
佐々木 理乃
私の地元でもある須磨は、海と山に囲まれた自然豊かな場所で観光スポットが多い

が、食事をしたりゆっくり出来る場所が少ないと感じており、遠くに買い物や遊び

に行くことが難しい高齢者の方や地元の人にも安らげる空間を作りたいと考えた。

計画場所の JR 須磨駅の海側は砂浜に隣接した魅力ある場所だが、まだ充分に整備さ

れていないことに着目し、「1 年中人が集まる場所」をコンセプトに、海を眺めなが

らゆったりとすごせる海外のリゾートのような雰囲気のショップ、カフェ、レスト

ラン等、全体的に大きな窓と高めの天井で開放感を感じられるような空間を考えた。 JR 須磨駅前の現況 駅に隣接した砂浜
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レストラン

更衣室・大浴場

1F CAFE

1F SHOP

2F　SHOP

BY

BY
Kitchen

wc
BY

Cash

Fitting	 
　　room

Kitchen
WC

Bath

ｗoman's men's

Kitchen
Fitting

Waiting	 
room

1F には更衣室と大浴場、ショップ、

カフェ、レストランを配置。海側に

はウッドデッキで道をつくり建物も

白に統一しリゾート感を演出。通り

すがりの人が気軽に入れるように開

口部を大きくした。建物の間には芝

生を敷きつめ、屋根をパーゴラにし

て光が差し込むように計画した。

2F にはサーフ系の洋

服や雑貨などを販売

しているショップと

子供連れも入りやす

いカフェがあり、こ

こからも海の眺めを

楽しめるようにした。

夏は海水浴客で賑わう 1F PLAN

2F PLAN

2F カフェ

B Y

B Y

Kitche
n

w c

B Y

Cash

Fitting	 
room

Kitche
n

W C

Bath

Woman's
men's

SITE PLAN

JR 須磨駅



30

姫路の仮設住宅とその後の転用住宅
定行 美羽

2013 年の夏休みに , 震災から２年半経った東北でのワークショップに参加した。仮

設の建物を多く見たのをきっかけに、私の生まれ育った姫路で震災が起こった際の

仮設住宅について興味を持ち、テーマとして設定。特に仮設住宅を建てた後、復興

の二年後には仮設住宅を取り壊すということに疑問を持ち、その無駄をなくすため、

仮設を常設住宅（恒久住宅）に転用しようと考えた。コンテナを使用した仮設住宅

計画案とその転用事例として、自宅の建て替え案を作成した。転用することにより、

国の負担も減り、短い期間で仮設住宅の生活から抜け出せるのではいかと考えた。 参考事例の一つ：女川町の仮設住宅（設計：坂茂）
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主寝室

子供部屋

バルコニー

洗

主寝室

リビング
キッチン

玄関

仮設住宅の計画
姫路駅からも姫路城からも近い便利な場所に、まとめ

て計画した。仮設住宅は、全て３階建てで全部で 8 棟。

形式は女川町の仮設住宅を参考にし、コンテナを用い

たプランタイプを３つ考案した。単身者、二人住まい

用の 6 坪タイプ、一世帯 3 〜 4 人の 9 坪タイプ、それ

以上の家族 12 坪タイプ。どのタイプをいくつにする

か等の詳しいことは決めていないが、仮に全てを９坪

タイプにすれば約 362 世帯入ることにる。真ん中には、

仮設住宅の住民やたくさんの人が集まれる集会所を作

り、住民同士のコミュニティも大事にしたいと考えた。

公園の周りには小さな広場があるので、そこは仮設の

店舗やボランティア団体が使えるスペースとした。

転用住宅の計画
母屋は、１階と２階をそれぞれコンテナ４個分の計８

個。祖母の家は、コンテナ２個分と違う素材でつなげ

た。母屋には、父、母、私の三人が住むので寝室は二つ。

ダイニングキッチン、リビングは広くて明るく、庭に

出られる。トイレ、浴室は仮設住宅の内装をそのまま

にして持ってこれるように設計した。祖母の家は平屋

で、寝室から庭を通ると、母屋へ近道でつながる。

Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ

Ｅ
Ｆ

Ｇ

Ｈ

仮設住宅
計画場所：兵庫県姫路市本町 68
　　　　　シロトピア記念公園

転用住宅
計画場所：兵庫県姫路市山野井町 ( 自宅）

母屋

祖母の家
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Leaf shade　〜レーザーカッターによる照明制作〜
神谷 真菜

あかりは様々な種類があり、形やデザインも豊富であるが、私はその中でもルイー

ズ・キャンベルがデザインした「collage」という作品に心惹かれた。この作品を参

考に、私は心地よい空間を目指して、木漏れ日のような光や生物的なイメージを表

現した立体的で繊細な照明を制作することにした。葉を拡大して見たときにあらわ

れる「葉脈」の細かい模様に着目。これをモチーフにして、樹脂強化和紙をレーザー

カッターで加工。それをつなぎ合わせたシェードを何枚か重ね、サイズを少しずつ

変えながら光の濃淡を出し、素材の特性を活かした柔らかな形にした。 網状脈の葉の写真を用いてillustratorで編集 パターン完成

Leaf shade
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①

②

③
⑨ ⑩

⑪

⑧

⑤④

⑥ ⑦

①シェードＡ（樹脂強化和紙）

②シェードＢ（樹脂強化和紙）

③シェードＣ（樹脂強化和紙）

④スタンドＡ（アクリル5mm）

⑤スタンドＢ（アクリル5mm）

⑥カードリング（内径35mm・内径70mm）

⑦ソケットベース（アクリル5mm）

⑧LED電球

⑨ネジ（Ｍ3 30mm）

⑩シェード軸3本（アクリル3mm）

⑪ソケット

部材表

280mm

280mm

280mm

正面（上中）と上面【下） 使用イメージ
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サボテンライト
山田 尚子

私は照明の中でも、星型など多面体のシェードをもつあかりや、観葉植物のような

ものにひかれ、その両方を融合したようなあかりを作りたいと思った。サボテンは

植物の中でも多面体のような造形美があるので、多面体にいくつかの特徴を加える

ことでサボテンのような雰囲気をもつあかりを作ろうと考えた。照明だと水やりな

どもしなくてよく、緑がない場所に使用して楽しめる。先輩が作った flowerlight を

参考に、樹脂強化和紙で優しい光を表現した。三角形と五角形にサボテンの「とげ」

に見立てた接合部分をつけ、さまざまな多面体の組合せを考えた。

 特徴を加える	 

形・とげの検討	 

多面体 サボテン	 

デザインの考え方
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モジュールの設計・制作

シェード部の組み立て

光源とスタンドの製作

２種のサボテンライト完成形 使用イメージ

樹脂強化和紙、PET 樹脂をプリンターで着

色。五角形と三角形にサボテンの「とげ」

に見立てた接合部分をつけた形に、レー

ザーカッターでカットした。

小さい五角形の正 12 面体で

サボテンのこぶを表現した。

植木鉢や鉢カバーをスタンドに、

細長い LED ライトを立てて使用。

正 12 面体を重ねたり、三角形と五角形を

組み合わせたり、様々なバリエーションを

検討した。



乙仲通界隈プロジェクト

東北・東日本大震災被災地での活動

ハウジングデザイン展／ Flower Light プロジェクト

まちづくりに関する学年を超えての取り組みや、

課外に有志のグループで取り組んだプロジェクト

をご紹介します。

プロジェクト作品

プロジェクト作品36



乙仲通界隈プロジェクト 37

KOBE SHOIN 乙仲通界隈プロジェクトについて

　乙仲通界隈は、元町駅の海側にあり、レトロモダン

なビルに個性的なショップが集まる、神戸の中でもひ

ときわおしゃれなエリアとして注目されています。ハ

ウジングデザイン領域では、学生に人気のこの乙仲通

界隈に着目し、この街の今後のよりよい発展の方向を

考え、その可能性を検討し、未来像を描く取り組みを

すすめています。

　2014 年度は、まずこの界隈の街空間についての調

査を、多くの学生が参加して行ないました。また乙仲

通界隈の方々へのインタビュー等を通して、この界隈

のさまざまなことを学びながら、この街が大好きな、

神戸の女子大生としての学生たちの視点から、望まし

い将来のありかたを構想。複数のプロジェクトを設定

し、空間提案に取り組みました。このうち米原ゼミで

は卒業研究として、４回生３名がこの界隈に関する

テーマをそれぞれ設定して提案作品を制作。３年生８

名は、街路の整備計画提案に取り組み、またこの界隈

の街並みと計画の全体像を示す大きな模型を製作しま

した。

　これらの提案は、設定した計画場所の関係者の方々

のご意向をうかがってつくったものではない、全く仮

想のプロジェクトですが、乙仲通界隈のこれからの可

能性、そして未来の一つのイメージを描けたのではな

いかと思います。

「乙仲的」なファサードの事例（複数の写真からファサード画像を合成）「神戸松蔭生が描く乙仲通界隈の未来像」展　2015/3/21-25

　2015 年 3 月には、乙仲通にあるミミソラオーディ

オさんのギャラリースペースを提供していただき、こ

れらの作品をまとめた「神戸松蔭生が描く乙仲通界隈

の未来像」という展覧会を開催させていただきました。

界隈の方々、買い物客や観光客、学生たち、行政や建

築関係など、多くの方々にご覧いただき、さまざまな

ご意見、お褒めや励ましのお言葉をいただきました。

　私たちは、少しずつでも実現していくことを目指し、

今後も継続して、この界隈のよりよいまちづくりにつ

ながる活動に取り組んでいきたいと思っています。 

プロジェクトの概要

私たちは、街歩きやインタビュー、ファサード調査等

を行ない、分析結果をまとめ、これらをふまえて、下

記のプロジェクトを設定。計画提案を行ないました。

①乙仲通 ストリート整備計画

乙仲通は一方通行であるが、交通量も割合あり、駐停

車している車も多いので、歩きやすいとはいえない。

歩車共存に向けた整備が望ましい。また現況は統一さ

れた舗装や街灯など、乙仲通界隈を特定する目印がな

く、街としてのまとまりが感じられないので、そういっ

た景観要素を加える方向で整備し、ゆったり歩いて楽

しめる街にしたいと考えた。道路面を石畳、レンガを

用いて景観舗装。統一した街灯を設置し、乙仲通を特

定できるようにする。 歩道、プランター設置により車

のスピードを抑制。歩道付近の緑化をはかる。

②乙仲ゲートビル計画

③日仏ライフスタイルショップ計画

④「乙仲まちかど」店舗ビル計画　

⑤「乙仲的」店舗ビル計画（みなとビル）

②から⑤は、 乙仲通沿いで現況がコインパーキングに

なっている場所を敷地とする計画。界隈には、阪神大

震災で被災したビルの後が再建されずに、平面駐車の

コインパーキングとなっている場所が多いことに着

目。そのうち特に重要と思われる４ヶ所をピックアッ

プして、大小の新たなスポットとなるような事業を企

画想定し、建築計画を考えた。また、各敷地に緑や少

し休憩できるようなオープンスペースを確保した。

⑥今回の研究に先立ち、２年前の卒業研究で、このエ

リアで最も重要な歴史的建造物である「海岸ビルヂン

グ」のリノベーション提案に取り組んだ作品があった

ので、これを⑥として加えた。このように、既存のレ

トロビルを維持し、うまく活用して行くことが、この

界隈にとって、大切なテーマの一つであると考える。
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乙仲通沿いで現況がコイン

パーキングの場所

プロジェクト MAP

＊⑥海岸ビルヂングのリノベーションについて

　は、2012 年度の卒業研究作品のため、前号の

　作品集（2008-13）に掲載。

乙仲通界隈の街並み模型 (S=1/300、W1800×D900 サイズにて制作）

　担当：鎌田沙帆 、小林柚希、南奈緒、吉岡沙映、木下智絵 、

　　　　田中沙季、畑中麻見 、藤本麻那　（2014 年度３回生）

乙仲通界隈のうち、今回は東側半分を計画提

案の対象範囲としました。

A 〜 H は、阪神大震災で被災したビルが再建

されていないなど、乙仲通沿いで現況がコイ

ンパーキングの平面駐車場になっている場所。

今回の提案では、このうち特に重要と思われ

る A 〜 D の場所をピックアップし、新たな企

画を想定。それにもとづく建築計画を提案し

ました。E 〜 H にも新たな建築計画が望まれ

ます。

プロジェクト作品

プロジェクト MAP

①

⑥
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① 乙仲通 ストリート整備計画
鎌田沙帆 、小林柚希、南奈緒、吉岡沙映、木下智絵 、田中沙季、
畑中麻見 、藤本麻那　（2014 年度３回生）　

界隈として面的な広がりと統一感を演出するため、メインストリートの乙仲通だけ

でなく、直行する南北の通りのうち幅員の広い道路も一体的に景観舗装します。車

のスピードを抑制し、もっと安心して歩いて楽しめる街になるよう、歩車共存型の

街路整備を考えました。乙仲通の街路幅は、６〜７m 程度なので、車道と歩道の段

差をつけず、舗装仕上げを色分けし、車道を３m 確保して残りを両側の歩道に。照

明付きプランター、ベンチなどのストリートファニチャーを設け、緑の憩える街路

にします。

乙仲通 

車道３mはレンガブロック舗装 

（車道仕様） 

歩道　天然石平板舗装　片側１m　 

　　　もう一方は２～３m幅 

交差点や通りの入口は天然石平板舗装とし、 

真鍮などのストリートモチーフを埋め込む 

歩道の広い側には街灯やストリートファニチャー 

を設置。ブロックごとに交互に設ける。	

既存のインターロッキングブロック舗装された 

歩道はそのままいかす 

狭い道は既存のアスファルトのまま 

交差点のみ天然石舗装で車の通行の 

注意を喚起する 

 

ストリート整備計画　完成イメージ（B 案）

ストリート整備計画　完成イメージ（A 案）乙仲通の現況

乙仲通界隈プロジェクト
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② 乙仲ゲートビル計画・Window Display
魚谷 真帆（＋米原慶子／ 2014 年度卒業研究）　

乙仲通の東側の入口にあたる鯉川筋、栄町通にも面した広い敷地（約 4000 ㎡）に、

コインパーキングを立体化して集約します（乗用車 360 台収容）。大型観光バスの

駐車場も６台分設置。乗降場としても利用し、バスによる渋滞を緩和しながら、もっ

と人の集まりやすい街にします。周辺観光の拠点として、１階にはインフォメーショ

ン、ショップ、カフェや、神戸の味を気軽に楽しめるビュッフェスタイルのレスト

ランを配置。 中央に広いデッキテラスの中庭を設け、フードコートに。イベント広

場としても活用します。 景観に配慮して立体的に緑化し、街に潤いを与えます。

SECTION

中庭デッキテラスののイメージ
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IN

FOOD COURT
（イベント広場）

OUT

パーキング
入口

WINDOW
DISPLAY

大型バスパーキング
（６台）／乗降場

バス入口

レストラン

カフェ

INFORMATION
管理室

待合室 SHOPWC

WC

階段・EV

EV・階段

DN

UP

階段・EV

EV・階段

栄 町 通

鯉
川
筋

乙 仲 通

１F PLAN 2F・4F PLAN 

中央の大きな中庭ーイベント広場を兼ねた 
ウッドデッキテラスのフードコート 

カフェ、ビュッフェスタイルの 

レストランなど、神戸の味が気軽に 

楽しめる飲食系のテナントショップ 

大きなウィンドウディスプレイで 

街に活気をうみだす 

パーキングスペース 

駐車台数　70台 

12 

下りのスロープは 

２ヶ所設置 

駐車場内は一方通行で安全に 

窓にプランターボックス 

を設けて緑化 
他のバスパーキングと 

連携して乗降場としての 

利用も可能。 

観光案内所、ショップを設け、 

元町エリアの観光拠点に 

A	

計画平面図 　S=1/800 

フードコート参考イメージ 

バレンタイン 

クリスマス 

●計画概要

・計画場所　神戸市中央区海岸通１丁目　SITE  A

・敷地面積　約 4,000 ㎡

・建築面積　約 3,102 ㎡

・延床面積　約 14,565 ㎡

  　　　　　 ( 1F 2,871 ㎡  /  2-5F 2,912 ㎡  /  RF 46 ㎡ )

・駐車台数　乗用車 360 台、大型バス 6 台　

●ウィンドウ・ディスプレイ

梅田の阪急百貨店やバーニーズ・ニューヨークのウィ

ンドウ・ディスプレイのように、大きく迫力のある

ディスプレイを鯉川筋に面して設置。季節ごとの雰

囲気を演出することにより、街に活気を与え、旧居

留地や大丸方面から、新たな人の流れをうみだしま

す。

通りとつながるように緑化。憩いのスペースを設けます。
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③ 日仏ライフスタイルショップ計画
森本 薫子　（2014 年度卒業研究）　

私はパリへの留学経験から、まだ日本で充分には知られていないフランスのライフ

スタイルを紹介し、また逆に日本のライフスタイルをフランスに紹介したいと考え、

日仏相互の文化交流拠点としてのライフスタイルショップを企画しました。乙仲通

は、そのようなショップにぴったりの場所だと思います。パリのマレ地区にも姉妹

店があるという設定で、ル・コルビュジェの作品等を参考に、フレンチ・モダンス

タイルの空間デザインを試みました。１階はデリカショップとカフェ、２階は生活

雑貨のショップ、３階にはサロンとライブラリー、４階にオフィスという構成です。 1F PLAN 2F PLAN 

吹抜 
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3F PLAN 4F PLAN 

●計画概要

・計画場所　神戸市中央区海岸通１丁目　SITE B

・敷地面積　約 280 ㎡

・建築面積　約 223 ㎡

・延床面積　約 616 ㎡　 ( 1F 215 ㎡ / 2F 186 ㎡ /  

　　　　　　　　　　　   3F 154 ㎡ / 4 F 61 ㎡ )　

1F Cafe＆Deli

2F Life Style Shop

3F Work Shop

4F Office
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ショップ　スペース

広場

人

ショップ　スペース

ディスプレイ
スペース

ショップ　スペースショップ　スペース

④  乙仲まちかどビル　⑤乙仲的店舗ビル ( みなとビル）
杉野 由嬉子　（2014 年度卒業研究）　

乙仲まちかどビルは、乙仲通の中ほどの大きな角地に建つテナントビルです。1 階に

は、広めのオープンテラス席を持つ、天井の高い開放的なカフェを設けます。中央

には大きな吹抜けがあり、そのまわりの螺旋状のスロープに沿って、小規模なテナ

ントショップが並び、探検心をくすぐるような、乙仲らしい奥深い迷宮的な内部空

間を演出しました。４階は中央にイベント広場と短期的に貸すショップスペースを

設け、さまざまな人に出店の機会をひろげるようにしました。新しいけれど懐かし

さを感じるビルをめざしました。
駐車スペース

オープンキッチン

WC

カウンター

オープンテラス席

客席

地下駐車スペースへ

2F PLAN1F PLAN
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ショップ　スペース

広場

人

ショップ　スペース

ディスプレイ
スペース

ショップ　スペースショップ　スペース

●計画概要

・計画場所　神戸市中央区海岸通３丁目　SITE  C

・建築面積　約 578 ㎡

・延床面積　約 616 ㎡ ( 1F 215 ㎡  /  2F 186 ㎡  

　　　　　　　/  3F 154 ㎡  /  4 F 61 ㎡ )　

CAFE 

1F PLAN 

SHOP 

SHOP 

2-3F PLAN 

OFFICE 

4F PLAN 

みなとビルの１F は、小さなイベントカフェスペースで、

テイクアウトも可能。２・３F は、乙仲らしい１室 4.5 帖

ほどのテナントショップ、４F は街づくりの拠点オフィス。



46 プロジェクト作品プロジェクト作品



47東北・東日本大震災被災地での活動
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ファッション・ハウジングデザイン学科では、毎年11月の大学祭において『ハウジ

ングデザイン展』を開催しています。展示内容は、主に演習授業の設計課題や課外

活動、そして学びをいかしたワークショップです。今年は、フラワーライトを中心

に立体折り紙、ペーパークラフトをしました。フラワーライトは、IQ ライトを参考

にして 2013 年度の卒業生が考えた作品です。花びらをモチーフにした単一のパー

ツを組み合わせることによって立体的な形ができる照明器具です。今回は主に、一

年生が様々な花をモチーフにしてフラワーライトの多様なバリエーションをデザイ

ン、制作。これらを企画展示し、ワークショップでは参加者に制作を体験してもら

いました。



49ハウジングデザイン展／ Flower Light プロジェクト
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ゼミ旅行でしまなみ海道の大三島・ところミュージアムへ

大きな街並み模型をみんなで制作

イメージリテラシー

デザイン基礎

生活文化

住居 インテリア

建築基礎まちづくり

インターンシップ

卒業研究
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フィールドワークで学外に出かける授業もたくさん

伊東豊雄建築ミュージアムにて 松蔭祭にてそろいのツナギで自作のクラフトショップを出店

設計実習では、建築家の先生の丁寧な個別指導を受けます 設計製図は手描きと CAD を学びます

学外の工房での作品制作も

卒業研究展。展示と発表を行ないました 乙仲通界隈プロジェクト展には、先輩たちも来てくれました

芦屋の旧山邑邸を見学

公式ブログにて学科の情報も発信しています。

こちらも是非、ご覧ください。

http://kobe-shoin.cocolog-nifty.com/fhd/



52

㈲一級建築士事務所アトリエフォルム　勤務 

２期生

2013 年卒

岡田 紗弥果

㈲合田工務店リファイン網干　勤務 

２期生

2013 年卒

合田 有希

中里 桐花 

フリーのクリエイターとして活動中

奥川 英里子

アトリエジグソー ( 建築設計事務所 )　勤務

左：奥川英里子　右： 三藤綾加

三藤 綾加
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